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トイツ民訴法825条動産執行における他の換価方法をめくる法改正提案

ド
イ
ツ
民
訴
法
八
二
五
条
動
産
執
行
に
お
け
る

　
　
他
の
換
価
方
法
を
め
ぐ
る
法
改
正
提
案

　
　
　
　
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
改
正
作
業
グ
ル
ー
プ
第
二
次
報
告
書
を
中
心
に

石

ノ

明

　
　
　
　
↓
　
は
し
め
に

　
　
　
　
二
　
現
行
八
二
五
条
に
つ
い
て

　
　
　
　
三
　
現
行
八
二
五
条
の
問
題
点
と
改
正
提
案
の
趣
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
じ
め
に

一
　
ド
イ
ッ
民
事
訴
訟
法
八
二
五
条
（
以
下
単
に
条
文
を
引
用
す
る
場
合
、
そ
れ
は
現
行
ド
イ
ッ
民
訴
法
の
条
文
で
あ
る
）
は
、
動
産
執
行
に
お

け
る
法
定
の
換
価
方
法
以
外
の
換
価
方
法
に
よ
る
換
価
（
以
下
単
に
「
他
の
換
価
方
法
」
と
い
う
）
の
規
定
で
あ
り
、
わ
が
国
に
つ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

え
ば
、
民
執
法
二
二
四
条
お
よ
び
民
事
執
行
規
則
一
、
三
条
～
二
一
四
条
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
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法学研究68巻1号（’95　1）

第
八
二
五
条
　
執
行
裁
判
所
は
、
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
、
差
押
物
の
換
価
を
前
条
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
方
法
も
し

　
く
は
場
所
に
お
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
は
執
行
官
以
外
の
者
に
競
売
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
改
正
作
業
グ
ル
ー
プ
第
二
次
中
間
報
告
書
（
N
≦
魯
霞
N
音
零
訂
昌
。
誉
げ
三
霞
＞
昌
⑩
誌
鷺
唇
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

N
ξ
ご
ぽ
声
吾
①
巨
お
号
ω
N
名
節
編
撃
o
房
ぎ
。
5
編
。
Q
お
。
げ
房
6
ヨ
伊
ω
8
S
5
ぎ
二
8
一
）
は
、
以
下
の
ご
と
く
同
条
の
改
正
提
案
を
行
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
二
五
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

10

ω
　
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
執
行
官
は
、
差
押
物
の
換
価
を
前
条
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
方
法
ま
た
は
場
所
に
お
い

て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
執
行
官
は
換
価
に
つ
い
て
申
立
相
手
方
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
執
行
官
は
申
立
相
手
方
の
同
意

な
し
に
右
通
知
の
送
達
後
二
週
間
経
過
前
に
換
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑭
　
執
行
裁
判
所
は
、
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
、
執
行
官
以
外
の
者
に
よ
る
差
押
物
の
競
売
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

二
　
本
稿
は
ま
ず
現
行
八
二
五
条
を
解
説
し
、
そ
の
問
題
点
と
改
正
提
案
の
理
由
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
改

正
提
案
を
批
判
し
、
も
っ
て
わ
が
民
事
執
行
法
二
二
四
条
の
解
釈
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
訳
文
は
法
務
資
料
四
二
六
号
「
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
」
（
中
野
貞
一
郎
訳
）
に
よ
る
。

　
（
2
）
　
第
一
次
中
間
報
告
書
は
法
学
研
究
六
十
七
巻
四
号
九
十
五
頁
以
下
に
訳
出
し
た
。
第
二
次
報
告
書
の
翻
訳
も
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。



現
行
八
二
五
条
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
八
二
五
条
の
問
題
点
を
解
明
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
現
行
八
二
五
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
般
的
考
察
を
し
て
お
こ
う
。

トイツ民訴法825条動産執行における他の換価方法をめくる法改正提案

　
H
　
趣
旨
と
適
用
範
囲

　
八
二
五
条
は
、
八
一
四
条
以
下
の
手
続
（
法
定
の
換
価
方
法
）
と
は
異
な
る
換
価
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
有
利
な
換
価
代
金

（
田
一
8
）
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
競
売
に
代
え
て
そ
の
他
の
換
価
方
法
が
と
ら
れ
る
の
は
、
競
売
に
よ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
で
は
差
押
物
の
価
額
に
見
合
っ
た
換
価
代
金
が
期
待
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
。

　
口
　
他
の
換
価
の
要
件

　
①
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
者
に
申
立
権
は
な
い
。
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
が
複
数
の
場
合
は
、
一
名

ま
た
は
数
名
の
申
立
で
足
り
る
。
②
　
執
行
は
適
法
で
、
差
押
は
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
差
押
動
産
が
差
押
禁
止
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
差
押
動
産
が
土
地
の
本
質
的
構
成
要
素
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
③
　
権
利
保
護
の
必
要
が
な
け
れ
は
な

ら
な
い
。
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
が
す
で
に
適
法
に
他
の
換
価
方
法
の
合
意
を
し
て
い
る
場
合
は
、
権
利
保
護
の
必
要
に
欠
け
る
。
現
行

法
は
以
下
の
よ
う
な
形
で
売
却
に
つ
い
て
当
事
者
の
合
意
を
認
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
八
一
六
条
は
「
債
権
者
・
債
務
者
が
早
期
の
競

売
に
合
意
し
、
ま
た
競
売
物
件
の
相
当
な
価
値
の
減
少
の
危
険
を
避
け
、
ま
た
は
長
期
保
存
の
た
め
に
不
相
当
な
費
用
を
避
け
る
た
め
に

早
期
の
競
売
を
必
要
と
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
差
押
の
口
か
ら
一
週
間
以
内
に
差
押
物
の
競
売
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
定
め
て

い
る
。
ま
た
八
一
七
条
第
二
項
は
「
競
売
物
件
の
引
渡
は
現
金
の
支
払
（
鼠
お
N
ぎ
ご
鑛
）
と
引
替
え
に
の
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

い
」
と
規
定
す
る
が
、
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
右
の
支
払
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
八
一
八

11
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条
は
最
低
競
売
価
額
（
ζ
一
且
①
の
薦
害
8
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
通
説
に
よ
れ
ば
債
権
者
お
よ
び
債
務
者
が
最
低
競
売
価
額
以
下
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

額
に
同
意
し
た
と
き
は
、
そ
の
合
意
は
有
効
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
合
意
が
有
効
で
あ
っ
て
こ
れ
と
異
な
る
換
価
に
つ

い
て
は
権
利
保
護
の
利
益
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
④
　
公
の
競
売
に
よ
る
よ
り
も
、
よ
り
高
額
の
換
価
代
金
を
う
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

裁
判
所
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
公
の
競
売
に
よ
る
よ
り
、
よ
り
高
額
の
換
価
金
が
見
込
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ロ
　
命
令

　
命
令
は
決
定
で
な
さ
れ
る
（
七
六
四
条
第
三
項
）
。
管
轄
裁
判
所
は
差
押
物
の
存
す
る
地
を
管
轄
す
る
執
行
裁
判
所
で
あ
る
（
七
六
四
条
第

二
項
）
。
司
法
補
助
官
の
決
定
（
評
零
巳
象
）
に
よ
る
。
他
の
換
価
と
し
て
以
下
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　
＠
　
執
行
官
に
よ
る
任
意
売
却
（
宰
巴
訂
邑
一
α
q
零
く
霞
ζ
亀
）
。
売
却
ま
た
は
最
低
競
売
価
額
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
八

一
七
条
a
第
一
項
（
最
低
競
売
価
額
に
関
す
る
規
定
）
が
適
用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
閑
O
O
O
く
N
㎝
ρ
ψ
留
は
、
Z
P
O
八
二
五
条
の
換

価
に
あ
っ
て
も
Z
P
O
八
一
七
条
a
の
規
定
は
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
一
七
条
a
第
一
項

に
よ
れ
ば
、
当
該
物
件
の
通
常
の
売
却
価
額
の
半
額
が
最
低
競
売
価
額
に
な
る
。
さ
ら
に
、
相
手
方
を
特
定
し
て
売
却
を
命
ず
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
㈲
　
一
定
の
価
額
を
も
っ
て
執
行
官
が
債
権
者
に
売
却
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
売
却
は
債
権
者
の
申
立
が
あ
る
場
合
に
限
り
許
さ
れ

る
。
一
Ω
牢
①
一
ど
茜
U
O
＜
N
。。
押
ω
」
。
。
。
に
よ
れ
ば
、
差
押
債
権
者
へ
の
譲
渡
は
競
売
に
よ
る
換
価
の
例
外
で
あ
り
、
競
売
が
成
功
し

な
い
か
あ
る
い
は
競
売
が
目
標
と
し
な
か
っ
た
結
果
に
至
る
場
合
に
の
み
こ
れ
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
判
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
公
の
競
売
ま
た
は
任
意
売
却
に
よ
っ
た
の
で
は
よ
り
高
い
換
価
代
金
が
期
待
で
き
な
い
場
合
の
よ
う
に
、
特
に
そ
の
必
要
が
あ
る

場
合
に
な
さ
れ
る
。
一
〇
ω
0
9
ヨ
U
O
く
N
ミ
あ
。
o
。
。
に
よ
れ
ば
、
差
押
物
の
債
権
者
へ
の
譲
渡
は
、
債
権
者
の
申
し
出
た
付
け
値
を
上
回

る
換
価
代
金
が
見
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
旨
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
売
却
は
、
割
賦
販
売
で
所
有
権
を
留
保
し
た

12
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（
6
）

債
権
者
が
所
有
者
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
も
可
能
で
あ
る
。

　
＠
　
例
え
ば
競
売
商
（
＞
島
ぎ
奉
8
門
）
、
美
術
商
（
区
暮
ω
葺
昏
巳
霞
）
等
の
第
三
者
に
よ
る
売
却
ま
た
は
競
売
。
こ
の
場
合
の
最
低
競

売
価
額
に
つ
い
て
特
に
定
め
が
な
い
場
合
、
競
売
価
額
に
つ
い
て
は
＠
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
＠
　
債
務
者
の
住
居
に
お
け
る
よ
う
に
、
八
一
六
条
第
二
項
に
定
め
る
場
所
以
外
の
場
所
に
お
け
る
公
の
競
売
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

債
務
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
〇
一
Q
＝
餌
ヨ
ヨ
O
O
く
N
o
。
介
ω
」
8
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
の
同
意
な
し
に
す

る
債
務
者
の
住
居
に
お
け
る
差
押
物
の
競
売
は
、
ボ
ン
基
本
法
二
二
条
第
一
項
に
違
反
す
る
旨
判
示
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
行
わ
れ
る

軒
下
競
売
の
適
法
性
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け
る
取
扱
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
四
　
実
施

　
八
二
五
条
の
売
却
に
は
執
行
官
が
こ
れ
を
な
す
場
合
と
、
第
三
者
が
こ
れ
を
な
す
場
合
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

＠
　
執
行
官
が
こ
れ
を
な
す
場
合
の
売
却
の
性
格
は
、
公
の
競
売
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
物
の
引
渡
に
つ
い
て
公
の
競
売
に
お
け

る
の
と
同
様
八
一
七
条
が
適
用
さ
れ
、
売
却
は
民
法
上
の
売
買
で
は
な
く
公
法
上
の
契
約
と
さ
れ
る
。
換
価
代
金
は
八
一
九
条
の
換
価
代

金
で
あ
り
、
八
0
0
条
（
差
押
に
基
づ
く
換
価
に
お
け
る
担
保
責
任
排
除
の
規
定
）
と
同
様
に
担
保
責
任
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
換
価
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
レ

八
二
五
条
の
換
価
命
令
が
取
り
消
さ
れ
て
も
譲
渡
の
効
果
に
は
影
響
し
な
い
。
㈲
　
第
三
者
に
よ
る
譲
渡
の
場
合
競
売
は
私
法
上
の
も
の

で
あ
っ
て
、
譲
受
人
が
他
の
換
価
方
法
を
規
定
す
る
八
二
五
条
の
命
令
を
援
用
し
た
場
合
に
限
り
、
担
保
責
任
の
排
除
に
関
す
る
八
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

条
の
適
用
を
受
け
る
。
換
価
代
金
は
執
行
官
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
支
払
の
時
点
か
ら
八
一
九
条
の
効
果
が
生
じ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
側
か
ら
の
支
払
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
本
節
の
解
説
は
主
と
し
て
目
ぎ
ヨ
霧
－
℃
5
N
ρ
N
℃
〇
一
c
。
＞
⊆
P
ω
」
い
。
㎝
＝
・
に
よ
る
。

　
（
2
）
一
Ω
ω
①
胃
一
≡
閃
瞑
一
①
の
⑩
同
一
雪
ω
ふ
．
ω
。
ω
避

13
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（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

ω
O
＝
一
〇
♪
Oo
』
O
o
。
。
但
し
こ
の
点
に
つ
い
て
Ω
ゆ
巳
℃

弓
『
o
ヨ
霧
七
5
N
ρ
鉾
鉾
○
。
ω
曾
一
謡
o。
’

↓
『
o
ヨ
ゆ
の
も
暮
N
ρ
鉾
鉾
ρ
¢
這
㎝
F

こ
の
点
を
指
摘
す
る
の
は
、
一
爵
ρ
魯
の
刈
ρ
8
，

Z
o
霧
ぎ
q
コ
①
8
ψ
＆
’

↓
げ
○
ヨ
ゆ
の
七
日
N
9
鉾
鉾
○
●
oQ
」
田
oo

●

↓
げ
o
ヨ
ω
甲
℃
仁
訂
9
四
。
鉾
ρ
oo
」
爬
㎝
oo

，

三

Z
q
∈
つ
o
。
P
ω
。
謡
8
は
批
判
的
で
あ
る
。

現
行
八
二
五
条
の
問
題
点
と
改
正
提
案
の
趣
旨

14

　
H
　
改
正
提
案
の
経
緯

　
現
行
八
一
四
条
に
よ
れ
ば
、
差
押
動
産
の
換
価
の
原
則
的
方
法
は
執
行
官
に
よ
る
公
の
競
売
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
行
八
二
五
条

に
よ
れ
ば
、
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
執
行
裁
判
所
は
八
一
四
条
以
下
の
規
定
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
別
の
換
価
方
法

も
し
く
は
別
の
場
所
に
お
け
る
換
価
を
な
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
執
行
官
以
外
の
者
に
よ
る
競
売
を
な
す
べ
き
旨
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
点
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
も
八
二
五
条
に
よ
り
執
行
裁
判
所

の
管
轄
と
さ
れ
た
裁
判
を
執
行
官
の
職
分
に
移
す
旨
の
提
案
が
、
学
説
な
ら
び
に
実
務
の
側
か
ら
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
。
け
だ
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
執
行
手
続
は
簡
素
化
さ
れ
促
進
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
八
二
五
条
の
改
正
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
評
註
○
壽
江
の
圏
℃
8
（
お
箋
あ
。
o
。
8
零
の
論
文
．
．
9
①
ミ
三
ω
魯
亀
“

＝
3
ざ
騨
号
円
浮
∈
睾
鴨
＜
○
房
寓
8
ざ
お
、
、
が
あ
る
。
八
二
五
条
に
関
し
て
い
え
ば
、
執
行
官
と
執
行
裁
判
所
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
を

論
じ
た
も
の
で
、
こ
の
論
文
は
結
論
的
に
は
本
提
案
と
同
じ
立
場
に
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
参
考
ま
で
に
、
こ
こ
で
評
邑
○
壽
匹
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
執
行
法
に
お
け
る
執
行
裁
判
所
と
執
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行
官
の
役
割
分
担
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
裁
判
所
は
執
行
官
に
対
す
る
監
督
機
能
を
有
す
る
ほ
か
、
債
務
者
の
人

格
と
債
権
者
の
債
権
と
の
利
益
衝
突
を
調
整
す
る
判
断
を
下
す
職
分
を
有
す
る
。
つ
ま
り
裁
判
所
は
第
一
次
的
に
裁
判
官
的
機
能
を
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
（
胃
巨
鷺
§
耳
①
島
3
①
閃
琶
累
9
）
。
こ
れ
に
反
し
て
、
執
行
官
は
民
訴
法
の
定
め
る
枠
内
で
判
決
を
で
き
る
だ
け
合
目
的
に
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
執
行
官
は
執
行
的
機
能
（
穿
⑩
5
ぎ
冨
晦
巨
匿
8
）
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法

は
こ
の
役
割
分
担
を
厳
格
に
貫
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
八
二
二
条
第
一
項
第
三
号
、
八
二
二
条
な
い
し
八
．
．
五
条
に
お

け
る
よ
う
に
、
法
は
執
行
裁
判
所
に
一
定
の
場
合
動
産
執
行
に
お
い
て
裁
判
所
固
有
の
権
限
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
権
限
は
執
行
拡
張
な

い
し
制
限
（
八
一
↓
条
a
、
八
一
三
条
a
）
に
関
す
る
裁
判
の
よ
う
に
、
基
本
法
九
一
条
の
い
わ
ゆ
る
裁
判
官
の
留
保
（
零
3
醇
6
吾
魯
聾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
所
に
か
か
る
例
外
的
権
限
を
認
め
た
根
拠
は
、
第
一
に
、
立
法
当
時
「
自
由
な
執
行
官
」
（
費
。
マ
魯
O
㊦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

弐
窪
磐
○
一
鼠
魯
霞
）
と
い
う
概
念
が
、
債
権
者
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
、
立
法
者
は
債

権
者
の
権
利
に
関
す
る
判
断
を
執
行
官
の
権
限
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
の
立
法
者
は
十
分
に
高
い

教
育
を
受
け
た
と
は
い
え
な
い
執
行
官
に
、
そ
れ
が
も
つ
経
済
的
意
味
と
の
関
係
で
、
こ
の
例
外
的
処
分
の
判
断
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
O
窪
一
教
授
は
こ
の
立
法
者
の
見
解
を
是
認
し
て
い
る
が
、
裁
判
官
に
こ
の
判
断
権
限
を
留
保
し
た
こ
と

は
、
法
律
的
素
養
の
十
分
で
は
な
い
執
行
機
関
で
あ
る
執
行
官
に
よ
る
違
法
執
行
を
な
す
可
能
性
を
回
避
し
、
執
行
機
関
に
執
行
法
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

定
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
執
行
官
を
国
家
公
務
員
と
す
る
（
N
仁
じo
窪
葺
雪
）
執
行
官
制
度
の
改
革
は
、

執
行
官
を
執
行
の
た
め
の
「
中
立
的
機
関
」
（
奉
5
轟
房
○
菌
窪
）
と
し
、
も
は
や
債
権
者
の
「
道
具
」
（
≦
霞
ぐ
①
夷
号
。
D
2
艶
ぴ
薗
①
笏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

と
し
て
行
為
す
る
者
で
は
な
い
と
い
う
事
態
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ッ
執
行
官
執
務
基
準
（
Ω
＜
Ω
＞
）
の
一
〇
四

条
は
以
下
の
ご
と
く
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
強
制
執
行
に
お
い
て
執
行
官
は
、
債
権
者
の
利
益
の
他
、
そ
れ
が
執
行
の
成
果
を

損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
程
度
で
債
務
者
の
利
益
を
も
尊
重
す
る
。
執
行
官
は
債
務
者
の
不
必
要
な
損
害
ま
た
は
名
誉
侵
害
を
避
け
、
不
必

要
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
」
。
さ
ら
に
そ
の
五
八
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
①

15
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執
行
官
に
申
立
て
ら
れ
た
執
行
に
つ
い
て
執
行
官
は
独
立
し
て
（
ω
。
一
げ
の
鼠
昌
蒔
）
そ
の
執
行
を
行
う
。
執
行
に
あ
た
り
執
行
官
は
裁
判
所

の
監
督
（
＞
⊆
凌
。
算
）
に
服
す
る
が
、
裁
判
所
の
指
揮
を
う
け
る
も
の
で
は
な
い
。
執
行
官
は
執
行
の
適
法
性
お
よ
び
各
執
行
行
為
の
要

件
を
独
立
し
て
審
理
す
る
。
（
中
略
）
②
執
行
官
は
そ
れ
が
法
律
ま
た
は
執
行
官
執
務
基
準
と
抵
触
し
な
い
限
り
に
お
い
て
債
権
者
の
指
示

に
従
う
。
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
緒
規
定
は
執
行
官
の
中
立
性
を
明
記
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
執
行
官
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

沿
革
は
執
行
官
の
養
成
制
度
の
充
実
、
改
善
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
事
態
は
少
な
く
と
も
八
二
五
条
の
判
断
を
執
行
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

委
ね
る
こ
と
に
関
す
る
障
碍
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
≧
房
O
F
い
．
N
霞
9
葵
＝
霧
δ
口
暮
R
象
O
Z
窪
O
こ
…
品
山
霞
＞
仁
蒔
筈
窪
げ
霞
巴
3
巴
旨
N
∈
き
鵯
＜
O
＝
の
一
お
O
ざ
謬
鴨
く
霞
3
ぼ
9
、
噛

U
Ω
＜
N
一
。
。
。
丼
9
ω
』
①
聡
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
五
月
ω
区
雪
毛
費
9
①
呂
①
茜
州
法
務
省
は
八
二
五
条
の
改
正
提
案
を
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
時
ω
豊
雪
∈
費
算
雪
竃
茜
州
法
務
省
は
司
法
合
理
化
委
員
会
（
コ
豊
o
き
一
邑
①
ε
お
玲
0
5
巨
の
巴
9
q
霞

盲
の
壽
）
を
設
置
し
て
、
こ
の
委
員
会
が
八
二
五
条
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
改
正
提
案
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
二
五

条
に
第
二
項
と
し
て
、
「
執
行
官
が
二
回
の
不
奏
功
に
終
わ
っ
た
競
売
の
後
に
自
ら
任
意
売
却
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
執
行
裁
判
所
の
任

意
売
却
命
令
を
必
要
と
し
な
い
」
と
い
う
文
言
を
加
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
合
理
化
委
員
会
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
複
数

回
に
わ
た
り
競
売
が
不
奏
功
に
終
わ
っ
た
後
に
な
さ
れ
る
任
意
競
売
は
、
経
験
上
、
差
押
物
を
あ
る
程
度
価
値
に
見
合
っ
て
換
価
す
る
た

め
の
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
務
上
執
行
裁
判
所
が
こ
の
比
較
的
し
ば
し
ば
必
要
と
さ
れ
る
程
度
の
換
価

を
認
め
な
か
っ
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
下
で
は
、
八
二
五
条
の
執
行
裁
判
所
の
命
令
と
い
う
回

り
道
は
い
た
ず
ら
に
手
続
の
遅
延
を
も
た
ら
す
不
必
要
な
形
式
主
義
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ω
匿
窪
≦
費
暮
①
昌
①
茜
州
法
務
省
の
こ
の
提
案
は
そ
の
後
立
法
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
≧
一
の
3

は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
八
二
五
条
の
目
的
は
、
競
売
に
よ
っ
た
の
で
は
当
該
差
押
物
の
価
値
に
見
合
っ
た
換

価
代
金
を
取
得
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
換
価
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
問
題
を
克
服
す
る
に
は
、

16
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（
H
）

執
行
官
の
職
務
と
し
て
の
任
意
売
却
が
適
切
な
の
で
あ
る
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
続
け
て
、
執
行
裁
判
所
の
司
法
補
助
官
は
差
押
物
の
所
在

地
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
執
行
官
の
提
供
す
る
情
報
　
　
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ー
　
に
よ

っ
て
任
意
売
却
の
命
令
を
出
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
情
報
が
書
面
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
場
合
そ
こ
に
遺
漏
が
生
じ

る
お
そ
れ
も
あ
り
、
こ
の
場
合
司
法
補
助
官
は
不
完
全
な
情
報
に
基
づ
く
判
断
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
危
険
も
考
え
ら
れ
る

し
、
時
間
的
浪
費
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
他
の
方
法
に
よ
る
換
価
の
適
否
の
判
断
を
執
行
裁
判
所
（
こ
の
場
合
は
司
法
補
助
官
）
に
委
ね
る

よ
り
も
執
行
官
の
権
限
と
す
る
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
え
る
と
も
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
他
の
換
価
を
認
め
る
か
否
か
の
判
断
は
権
利
が
存
在
す
る
か
否
か
の
判
断
で
は
な
く
、
他
の
換
価
が
適
切
か
否
か
と
い
う
経
済
状
態
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

存
否
の
判
断
な
の
で
あ
る
。
八
一
七
条
a
第
三
項
第
二
文
は
、
金
銀
物
の
換
価
に
つ
い
て
す
で
に
執
行
官
に
一
定
の
権
限
を
委
ね
て
い
る
。

八
二
五
条
と
八
一
七
条
a
第
三
項
第
二
文
の
場
合
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
は
る
か
に
経
済
的
知
識
を
要
求
さ
れ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
執
行
裁
判
所
へ
権
限
を
留
保
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
ほ
ど
執
行
裁
判
所
を
執
行
官
の
上
位
に
置
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

が
適
切
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

　
評
三
〇
壽
ζ
は
、
す
で
に
前
掲
論
文
の
中
で
前
掲
報
告
書
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
同
様
の
八
二
五
条
の
改
正
案
を
提
案
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
、
執
行
官
は
他
の
方
法
も
し
く
は
他
の
場
所
に
お
い
て
差
押
物
の
換
価
…
…
が
行

わ
れ
る
か
ま
た
は
競
売
が
他
の
者
に
よ
り
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
決
定
は
債
権
者
な
ら
び
に
債
務
者
に

対
す
る
送
達
を
も
っ
て
効
力
を
生
じ
る
。
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
貴
金
属
の
換
価
を
貴
金
属
商
に
委
ね
る
が
ご
と
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

第
三
者
へ
換
価
を
委
ね
る
こ
と
は
、
一
般
医
か
ら
専
門
医
に
病
人
を
委
ね
る
が
ご
と
き
も
の
で
適
切
で
あ
る
と
す
る
。
債
権
者
は
よ
り
安

い
価
額
で
、
債
務
者
は
よ
り
高
い
価
額
で
の
譲
渡
を
望
む
と
い
う
点
で
、
債
権
者
へ
の
差
押
物
の
譲
渡
の
許
否
を
め
ぐ
っ
て
債
権
者
、
債

務
者
間
に
利
害
対
立
（
耳
⑩
お
昭
爵
o
注
蓉
）
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
差
押
物
の
債
権
者
へ
の
譲
渡
の
可
否
を
執
行
官
の
判
断
に
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
協
）

ね
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
関
係
は
、
八
一
七
条
a
第
三
項
第
三
文
の
任
意
処
分
を
め
ぐ
っ
て
「
法
律
問

17
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（
1
7
）

題
」
（
寄
9
霞
霊
の
雪
）
で
は
な
く
「
利
益
対
立
」
が
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

へ
の
譲
渡
が
な
さ
れ
う
る
こ
と
は
、
曹
畠
H
O
＜
O
＞
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

八
一
七
条
a
第
三
項
の
場
合
も
、
債
権
者

　
口
　
提
案
の
理
由
　
　
概
説

　
八
二
五
条
の
命
令
は
執
行
裁
判
所
の
職
分
と
さ
れ
て
い
る
が
、
司
法
補
助
官
法
二
〇
条
第
一
七
号
に
よ
り
当
該
差
押
を
な
し
た
司
法
補

助
官
が
決
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
通
常
、
執
行
官
は
経
験
上
公
の
競
売
に
よ
る
よ
り
も
他
の
換
価
方
法
に
よ
る
ほ
う
が
よ
り
有
利
な
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

済
的
成
果
を
得
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
執
行
裁
判
所
以
上
に
適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

官
は
他
の
換
価
が
公
の
競
売
よ
り
も
よ
り
有
利
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
、
通
常
債
権
者
に
八
二
五
条
の
申
立
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
る
。

実
務
上
、
報
告
に
よ
れ
ば
、
＞
房
魯
の
い
う
よ
う
に
執
行
裁
判
所
が
比
較
的
頻
繁
に
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
任
意
売
却
を
執
行
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

判
所
が
認
め
な
い
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
執
行
裁
判
所
の
裁
判
を
う
け
る
必
要
性
を
規
定
す
る
こ
と
は
迂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

遠
に
な
り
、
手
続
を
不
必
要
に
重
く
し
遅
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
改
正
提
案
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
＞
房
9

論
文
が
引
用
し
た
ω
と
睾
∈
費
辞
①
ぎ
①
お
州
法
務
省
の
見
解
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
法
の
立
法
者
が
任
意
売

却
が
最
も
合
目
的
か
つ
最
も
有
利
な
換
価
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
権
限
を
執
行
官
に
与
え
な
か
っ
た
理
由
は
、
第
一
に
執
行
官
と
い

う
も
の
が
本
来
債
権
者
と
強
い
結
び
つ
き
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
債
務
者
の
権
利
に
関
す
る
判
断
を
こ
れ
に
委
ね
る
こ
と

は
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
立
法
者
は
、
八
二
五
条
の
命
令
を
立
法
当
時
今
日
見
ら
れ
る
ほ
ど
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

い
質
を
も
つ
と
は
い
え
な
か
っ
た
執
行
官
に
そ
の
判
断
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
も
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
は
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

日
も
は
や
通
用
し
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
改
正
提
案
の
考
え
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
正
提
案
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
執
行
官
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

「
中
立
的
」
か
つ
独
立
し
て
（
ω
。
一
げ
の
鼠
＆
屯
行
為
す
る
国
家
の
強
制
執
行
機
関
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
す
で
に
評
£
o
壽
江
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
質
の
高
さ
と
実
務
経
験
に
基
づ
い
て
今
日
執
行
官
に
こ
の
経
済
的
問
題
の
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評
価
、
判
断
を
さ
せ
る
こ
と
は
適
切
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
差
押
物
を
他
の
方
法
に
よ
り
あ
る
い
は
他
の
場
所
で
換
価
す
る
権
限
を
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

官
に
与
え
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
八
一
七
条
a
第
三
項
に
よ
れ
ば
、
「
金
銀
物
は
、
そ
の
金
銀
の
実
価

を
下
回
る
価
額
で
競
落
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
競
落
を
許
す
べ
き
申
立
が
な
い
と
き
は
、
執
行
官
は
金
銀
の
実
価
に
達
す
る
価
額
で
、

た
だ
し
通
常
の
売
却
価
額
の
半
額
を
下
ら
な
い
価
額
で
、
自
由
に
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
執
行
官
は
金
銀
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
換
価
に
つ
い
て
は
こ
の
規
定
に
し
た
が
う
。

　
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
八
二
五
条
の
権
限
を
執
行
官
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
の
競
売
と
い
う
原
則
的
換
価
方
法
を
回
避

す
る
結
果
に
な
る
と
い
う
危
険
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
け
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

し
、
他
の
換
価
を
す
る
に
は
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
両
当
事
者
が
差
押
者
の
換
価
に
よ
っ
て
で

き
る
だ
け
高
額
の
換
価
代
金
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
利
益
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
み
て
当
事
者
に
よ
る
申
立
を
要
件
と

す
る
こ
と
、
他
の
換
価
の
決
定
が
申
立
の
相
手
方
に
通
知
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
執
行
裁
判
所
に
よ
る
方
法
・
異
議
を
通
し
て
の
執

行
官
に
対
す
る
監
督
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
歯
止
め
が
あ
る
こ
と
で
、
他
の
換
価
方
法
の
濫
用
を
防
止
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
い
う
の
が
提
案
理
由
の
見
解
で
あ
る
。

　
国
　
提
案
理
由
　
　
各
論

　
1
　
提
案
八
二
五
条
第
一
項
に
つ
い
て

　
提
案
第
一
項
第
一
文
は
、
執
行
官
が
債
権
者
ま
た
は
債
務
者
の
申
立
に
基
づ
い
て
現
行
八
一
四
条
以
下
の
規
定
と
は
異
な
る
他
の
方
法

な
い
し
他
の
場
所
で
換
価
し
う
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
執
行
裁
判
所
の
事
前
の
命
令
は
不
要
と
さ
れ
る
。
執
行
官
に
よ
る
他
の
換
価
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

択
は
「
裁
判
」
（
国
暮
の
3
9
魯
茜
）
で
は
な
く
執
行
官
の
執
行
処
分
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
八
○
八
条
お
よ
び
八
一
二
条
に
よ
る
債
務
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

手
元
に
あ
る
物
の
う
ち
差
押
に
適
し
た
物
の
選
択
処
分
に
類
似
す
る
。
相
手
方
の
法
的
審
問
を
保
障
す
る
た
め
に
、
執
行
官
は
第
二
文
に
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よ
り
選
択
さ
れ
る
べ
き
他
の
換
価
方
法
を
相
手
方
に
通
知
（
§
琶
尋
算
雪
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
通
知
に
よ
っ
て
相
手
方
は
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

の
換
価
方
法
の
採
用
に
対
し
て
七
六
六
条
第
一
項
の
方
法
異
議
を
申
立
て
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。

　
第
三
文
に
よ
り
執
行
官
に
命
じ
ら
れ
た
換
価
待
機
期
間
は
、
申
立
の
相
手
方
が
当
該
他
の
換
価
に
対
し
て
方
法
異
議
を
提
起
す
る
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）

性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
三
二
九
条
第
二
項
第
二
文
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
る
べ
き
他
の
換
価
の
通
知
は
相
手
方
に
送
達
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
送
達
の
と
き
か
ら
二
週
間
の
期
間
が
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
相
手
方
が
同
意
す
れ
ば
、
執
行
官
は
右
期
間
経
過
前
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

あ
っ
て
も
他
の
換
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
提
案
八
二
五
条
第
二
項
に
つ
い
て

　
第
二
項
は
、
現
行
八
二
五
条
が
定
め
て
い
る
執
行
官
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
換
価
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
を
許
す
主
体
は
執
行
官
で

は
な
く
執
行
裁
判
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
判
断
権
限
を
執
行
官
に
移
す
こ
と
な
く
執
行
裁
判
所
に
と
ど
め
た
の
は
、
こ
の
点
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

ぐ
っ
て
当
事
者
間
の
利
害
関
係
の
対
立
が
著
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

20

　
四
　
評
価

　
問
題
は
、
執
行
に
お
け
る
執
行
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
（
ド
イ
ッ
の
場
合
執
行
裁
判
所
と
受
訴
裁
判
所
の
双
方
を
含
む
）
と
執
行
官
の
役
割

分
担
に
関
係
す
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
今
日
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
執
行
は
広
い
意
味

で
非
訴
訟
事
件
的
手
続
で
あ
る
が
、
裁
判
に
よ
ら
な
け
れ
ば
で
き
な
い
執
行
行
為
は
執
行
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
に
、
事
実
行
為
と
し
て

の
執
行
行
為
は
執
行
官
に
と
い
う
役
割
分
担
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
執
行
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
る
執
行
処
分
は
、
上
記
の
分
類
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
八
二
五
条
の
裁
判
の
他
、
八
一
一
条
の
交
換
的
差
押
（
第
二
項
）
、
八
一
三
条
の
換
価
中
止
（
第
一
項
）
等
々
、
当
事
者
の
利

害
関
係
が
鋭
く
対
立
し
て
そ
の
判
断
に
慎
重
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
は
執
行
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
に
委
ね
ら
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れ
て
い
る
。
当
事
者
の
基
本
権
で
あ
る
財
産
権
の
保
障
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
裁
判
所
の
負
担
が
加
重
に

な
る
に
つ
れ
て
、
裁
判
所
に
司
法
補
助
官
制
度
を
設
け
、
従
来
裁
判
所
の
権
限
と
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
重
要
性
の
少
な
い
判
断
事
項
を
司

法
補
助
官
の
職
分
に
移
行
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
司
法
補
助
官
は
あ
く
ま
で
も
裁
判
所
内
部
に
設

け
ら
れ
た
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
執
行
官
は
裁
判
所
と
は
分
離
独
立
し
た
（
一
定
の
監
督
は
受
け
る
も
の
の
）
裁
判
所
と
は
別
の
執
行

機
関
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
執
行
に
関
し
、
執
行
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
の
職
分
と
さ
れ
た
判
断
事
項
は
こ
れ
を
司
法
補
助
官
の
職
分

に
委
ね
る
に
と
ど
め
、
執
行
官
の
職
分
に
移
譲
す
る
こ
と
は
、
執
行
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
と
執
行
官
の
役
割
分
担
の
原
則
に
反
す
る
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
執
行
官
の
職
務
の
中
立
性
が
維
持
さ
れ
、
執
行
官
の
質
が
向
上
し
た
点
は
素
直
に
こ

れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
逆
に
、
こ
の
よ
う
に
執
行
裁
判
所
の
職
分
を
大
幅
に
執
行
官
に
移
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
執

行
官
の
自
覚
を
促
し
、
そ
れ
が
執
行
官
の
質
的
向
上
に
つ
な
が
る
面
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
司
法
政
策
と
し
て
そ
れ
が
望
ま
し
い
と
い

う
面
も
な
い
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
し
て
執
行
方
法
の
異
議
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
判
断
に
よ

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
両
者
の
役
割
分
担
の
原
理
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
八
二
五
条
の
判
断
も
こ
れ
を
安
易

に
執
行
官
の
職
分
に
移
す
こ
と
が
妥
当
か
否
か
疑
問
は
残
る
。
私
自
身
は
そ
の
よ
う
な
理
由
で
立
法
提
案
に
は
批
判
的
で
あ
る
が
、
裁
判

官
職
務
の
純
粋
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
将
来
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
一
般
的
傾
向
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
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